
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　新聞は、ある問題についての必要最低限の情報をコンパクトにまとめてある。そのため、インターネットなどで調べ学習をするに先立ち、すべての子どもが共通に確認しておくべき、情報の海を航海するための航海図として有効である。
　一方、漢字の難しさは、小学生にとっては、内容に深く踏み込むことを妨げる障害として立ちはだかっている。新聞の漢字にルビがつけば、新聞を読んで漢字を覚えるという効果も期待できるように思われる。今後の課題としたい。
	TextField2: 　「18歳成人」のテーマについて、インターネットを使って調べ学習を始めたが、選び出すことに困難を抱える子どもが続出したため、新聞記事にもどり、「18歳成人」にはどのようなメリット・デメリットがあると予想されるか、クラス全員であらためて確認した。効率よく調べ学習ができるようになった。
	TextField2: 　①新聞を読み、今話題になっていることを見つける。（1時間）
　②新聞で見つけた話題の中から、話し合ってみたいテーマを決める。（1時間）
　③長所・短所のリンクマップを描いて、問題の構造をつかむ。（1時間）
　④賛成・反対のグループに分かれて、証拠資料を集める。（2時間）
　⑤討論会の作戦を立てる。（1時間）　　
　⑥学級討論会をひらく。（1時間）
　⑦討論会で深まった自分の意見を新聞に投書する。（1時間）

（留意点）
　①討論のルールを全体で確認しておく。
　②自分の考えをワークシートに記入させ、論点が明確になるようにする。
　③どちらのグループも賛成・反対両方の立場で記入させ、質問や答えもあらかじめ考えさせておく。
	TextField2: 「学級討論会をしよう」（教科書教材：光村図書）5時間
「学級討論会をしよう」～「18歳成人」の問題について～　8時間　　　　合計13時間　
	TextField2: 相手の主張を聞きながら自分の主張を明確にして、説得力のある話し方をすることができたか。
	TextField2: 　「18歳成人」の問題について、賛成・反対それぞれの立場で調べたり意見をまとめたりした子どもたちが、討論会を行うこと通して、自分の考えをより深めていくことができる。
	TextField2: 「学級討論会をしよう」～「18歳成人」の問題について～
	TextField2: 国語　33人
	TextField2: 第6学年
	TextField2: 細田直哉
	TextField2: 長野県川上村立川上第一小学校
	TextField1: 新聞を活用して「学級討論会」をしよう



